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２ 区の基本構想

１ ひきこもりを取り巻く現状と課題
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ひきこもりの定義（厚生労働省引用）

さまざまな要因により、社会的参加を避け、原則として６か月以上にわたって、

概ね家庭にとどまり続けている状態

ポイント① ：明確な定義というわけではない

ポイント② ：“状態”なので、問題行動や疾患を意味しているわけではない

ひきこもりの定義
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国の調査では、 １５歳～６４歳でひきこもり状態にある人は全国で推計１４６万人

2019調査
６１．３万人
（出現率1.45％）

2022調査

８４万人
（出現率2.02％）

ひきこもりの状況（全国ベース）

令和４年度 こども・若者の意識と
生活に関する調査に基づき作成

中高年（40歳～64歳）
ひきこもり推計人数比較

2015調査
５４．１万人
（出現率1.57％）

2022調査

６２万人
（出現率2.05％）

若年者（15歳～39歳）
ひきこもり推計人数比較

合計１４６万人
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① 当事者の年齢があらゆる世代に渡っている

② ひきこもりの状態のきっかけはさまざま

③ ひきこもりの状態が長期間にわたる

④ 関係機関からは（困り事が）見えにくい

※当事者や家族の意識：わるい/隠したい/自己責任である

⑤ 課題が発生、経過してから周囲が気付くことが多い

⑥ 最初の相談者は家族であることが多い

⑦ 複合的な問題が混在している

⑧ 当事者とともにその家族も悩みを抱えていることが多い

ひきこもりに関する、よくある状況や傾向
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２ 区の基本構想

２ 足立区の取組み 現状と課題
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仕事・就職

■福祉事務所
■社会福祉協議会
■税・国保・年金課
■食糧支援

生 活 費

■保健センター、中央本町地域・
保健総合支援課
心の健康相談、思春期・青年
期相談（本人・家族）

健康・こころ

■ひきこもり支援(本人/家族等)ひきこもり

■地域包括支援センター
■住まい相談

高 齢 者

■子どもの居場所・学習支援子ども支援

５，６４０件

R4年度相談
受付件数

６

支援の大まかな流れ

セーフティ
ネットあだち
（支援事業者）

９１１件

R4年度
ひきこもり
相談件数



足立区のひきこもり支援 これまでの経緯

７

年度 主な動き

Ｈ３０

福祉部へひきこもり支援の担当所管変更（産業経済部より移管）
・ 支援は委託事業者（セーフティネットあだち：拠点は千住）が実施。
・ 支援対象は、本人とその家族等。
・ ご本人に配慮して、支援窓口名称に“ひきこもり”を入れず。

Ｈ３１ ひきこもり支援の対象年齢を撤廃（15～40歳→制限なしへ拡大）

Ｒ１
ひきこもり実態調査（生活状況に関する調査）を実施
・ 足立区のひきこもり者数の全体把握のため。
・ ひきこもり＝6,430人の推計値（足立区15～64歳の人口の1.56％）

Ｒ２
ひきこもり支援者向けの居場所設置
・ 現セーフティネットあだちの事務所内に設置。

Ｒ５
本格始動に向けた各取組み実施
・ Ｒ５．４月 三者の会を初開催 現状の支援の課題等を洗出し



１ 一人ひとりの相談をお聴きします

くらしやしごとをはじめ、様々な理由で困っている方々（生活困窮者）の

相談をお受けします

２ お悩みに寄り添います
相談者の悩みを整理し、解決を一緒に考える、寄り添い型の支援です

３ 自立に向けて一緒に進みます
最後のセーフティネットである生活保護制度に至る前の段階で、相談者

の自立まで継続的に支援します

８

くらしとしごとの相談センターの目的・役割



R４年度 ひきこもり支援相談件数（年代別・性別） 実績

20代を中心に幅広い
世代の相談を受付

９

令和３年度
（１，０１０件）

令和４年度
（９１１件）

【性別】
R4年度

男性

73%

女性

26%

その他

1%

【年代別】
R3・4年度 男女比

７：３



リファー数（年代別） 10代 20代 30代 40代 50代 合計 ％

くらしとしごとの相談センター 0 0.0%

就学 1 1 4.0%

就学・復学 2 2 8.0%

保健センター 1 1 4.0%

こども支援センターげんき 0 0.0%

就労支援施設
（サポステ等） 0 0.0%

居場所
（SNA「うぉーむあっぷ」） 7 1 1 9 36.0%

フリースペース
（SNA居場所以外） 0 0.0%

あしすと・ふれんどりぃ 0 0.0%

自立支援施設（YSC等） 2 1 1 4 16.0%

その他（所属復帰含） 1 3 1 3 8 32.0%

R4年度計 3 13 2 5 2 25 100.0%

％ 12.0% 52.0% 8.0% 20.0% 8.0% 100.0%

R４年度 セーフティネット事業 関係機関へつないだ（リファー）実績

居場所（SNA「うぉーむあっぷ」）
9件（36％）

その他（所属復帰含）
8件（32％）

自立支援施設（YSC等）
4件（16％）

就学・復学
2件（8％）

就学
1件（4％）

保健センター
1件（4％）

１０

居場所利用
が最も多い



主な課題 対 応

１ 支援の中核となる
団体間の関係強化

（１）お互いの顔が見える関係づくりを行う。

（２）三者の会は、現場の日常的な交流の場として定
期継続する。

２
庁内外の関係者に
よる意見交換の場
の必要性

（１）学識経験者を含めた庁内外の関係者によるひき
こもり支援の拠点の場を新設する。

（２）情報共有のほか、区の方向性や取組み等を意見
交換できる場とする。

３ 支援の基本的な考
え方の整理

（１）区の基本的な考え方を決めていく。

（２）本人やその家族、関係者の意見を反映する。

４ 具体的な取組みメニ
ューの拡充

（１）取組みメニューの拡充を検討、実施していく。

（２）本人やその家族、関係者の意見を反映する。
１１

ひきこもり支援 現状の課題



２ 区の基本構想

３ 足立区版ひきこもり支援の本格始動

１２



ステージ１
（短期）

ステージ２
（中期）

ステージ３
（長期）

３－１ 足立区版ひきこもり支援の方向性

支援の基盤を
創る

1-1 区の基本的な考え方策定
1-2 支援メニューの拡充

有機的な連携を
創る

2-1 関係機関との連携・つな
がりの強化

2-2 年代等に細分化した支援
→類似支援とのコラボ型
支援

地域全体での支援を
創る

3-1 地域全体で支援する仕組
み構築、定着

3-2 誰ひとり取り残さない地域を
支える基盤の定着

１３

３つの創るで
支援のステージを築く



１ 目的
１－１ 本格的な支援における拠点の場の創設
１－２ 関連分野の有識者等による課題検討や情報共有

の場
１－３ 支援の今後の方向性や取組み等を検討する場

２ 目指すところ

２－１ 推進力かつ機動力を備えた会議体制の実現
⇒二層式の会議体（代表者会議と支援検討会議）

３－２ 短期目標（ステージ１） 支援の基盤を創る

１４



３－２ 短期目標（ステージ１） 支援の基盤を創る

１５

足立区ひきこもり支援協議会（代表者会議）

支援検討会議 ※部会

★ 支援の具体的なメニューを検討、決定する場
★ 委員は課長級・外部団体/有識者で構成

★ 支援の方針・考え方を意見交換する場
★ あらゆる世代、多分野による連携を創る
★ 委員は三役・学識・支援団体・部長級で構成

推進力

機動力



１６

３－３ 中期目標（ステージ２） 有機的な連携を創る

児童・生徒（6-15歳）
支援領域

高齢者（65歳～）
支援領域

連携による支援体制

①すべての世代に
対応した支援体制

②既にある類似の
支援ネットワーク
とのコラボによる
支援体制

③ひきこもりに関する
情報を一元管理し、
共有する支援体制

重点ポイント

形式的な連携にとど
まらない、

有機的な・強い連携
による支援体制を構
築すること

不登校支援（現状）
（げんき）

中高生の不登校支援

若年者支援（現状）
（あだち未来応援室）
ニート/未進学者/

ヤングケアラー等の支援

中高年支援（現状）
就労支援（HW）
就労準備支援

（低所得者対策）

孤立ゼロプロジェクト（現状）
（絆づくり課/包括センター）

孤立対策

【支援拠点】
ひきこもり
支援協議会

有機的な
連携

ひきこもり支援領域
若年者（15-34歳）

支援領域

中高年（35-64歳）
支援領域



ご清聴ありがとうございました


